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平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
は
本
年
七
月
二
日
に
市

長
選
挙
の
執
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
新
規
事
業
や
拡
充

事
業
な
ど
の
経
費
は
、
原
則
と

し
て
選
挙
後
の
九
月
議
会
で
補

正
予
算
と
し
て
計
上
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
当
初
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
市
民
生
活
に
支
障
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

ま
た
行
政
の
継
続
性
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
義

務
的
、
経
常
的

な
経
費
や
継
続

的
な
事
業
は
、

年
間
必
要
額
を

予
算
計
上
し
て

い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
予
算
の

総
額
は
三
千
四

百
二
十
一
億
五

千
六
百
四
十
六

万
七
千
円
で
、

対
前
年
度
比
四

％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
主

な
事
業
と
し
て
は
各
小
学
校
に

警
備
員
を
配
置
し
、
校
内
及
び

校
区
内
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
「
子
ど
も
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
事
業
」、障
害
者
自
立
支

援
法
の
施
行
に
伴
い
、
障
害
者

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
支
援

費
等
）
を
再
編
し
た
「
障
害
者

自
立
支
援
給
付
経
費
」、支
給
対

象
年
齢
を
小
学
校
卒
業
ま
で
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
所
得
制
限

を
緩
和
し
て
支
給
対
象
者
を
拡

充
す
る
「
児
童
手
当
支
給
経

費
」、市
内
五
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
設
置
す
る
「
鉄
道
駅
舎
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
補
助
事
業
」

や
「
河
内
花
園
駅
前
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
」
な
ど
で
す
。

な
お
、
今
議
会
で
可
決
さ
れ

た
そ
の
他
の
主
な
議
案
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
東
大
阪
市
消
費
者
憲
章
�

本
市
は
市
民
が
消
費
者
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
に
消
費
者
情

報
の
提
供
、
相
談
体
制
の
充
実

等
を
図
り
、
消
費
者
が
安
全
で

安
心
し
た
消
費
生
活
が
過
ご
せ

る
消
費
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て
き
た
が
、

今
後
さ
ら
に
消
費
者
の
権
利
に

対
す
る
理
念
を
明
ら
か
に
し
、

消
費
者
の
自
立
支
援
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
主
権

を
確
立
す
る
姿
勢
を
内
外
に
示

す
た
め
憲
章
を
制
定
す
る
も
の
。

�
東
大
阪
市
愛
は
ぐ
く
む
子
ど

も
ス
ク
ラ
ム
基
金
条
例
�

大
阪
府
市
町
村
職
員
互
助
会

退
会
給
付
金
制
度
等
の
廃
止
に

伴
う
清
算
金
の
一
部
を
原
資
と

し
て
、
子
ど
も
安
全
対
策
の
充

実
と
地
域
と
共
に
子
ど
も
を
育

成
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
基

金
を
設
置
す
る
も
の
。

�
東
大
阪
市
障
害
者
自
立
支
援

法
施
行
条
例
�

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
市
町
村
審
査
会
の
委

員
定
数
や
自
立
支
援
給
付
に
関

す
る
虚
偽
に
対
す
る
過
料
等
に

つ
い
て
の
規
定
整
備
を
行
う
た

め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

�
東
大
阪
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

行
財
政
改
革
の
基
本
方
針
に

基
づ
く
職
員
数
計
画
の
基
本
と

な
る
平
成
十
八
年
四
月
一
日
の

現
員
数
に
見
合
う
職
員
定
数
の

設
定
を
行
う
と
と
も
に
、
消
防

職
員
の
う
ち
初
任
教
育
期
間
中

の
者
を
定
数
外
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

�
東
大
阪
市
国
民
保
護
協
議
会

条
例
�

国
民
保
護
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
東
大
阪
市
国
民
保
護
協
議

会
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
組

織
及
び
運
営
に
関
し
規
定
の
整

備
を
行
う
た
め
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

�
（
仮
称
）
東
大
阪
市
消
防
局

・
中
消
防
署
庁
舎
整
備
に
関
す

る
事
業
契
約
締
結
�

本
市
消
防
局
・
中
消
防
署
庁

舎
整
備
事
業
の
実
施
に
あ
た
り

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
導
入
し
特
定
目

的
会
社
と
事
業
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

公
平
委
員
会
委
員
な
ど
の

選
任
等
に
同
意

今
定
例
会
最
終
日
、
議
会
は

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

公
平
委
員
会
委
員

北
井

孝
彦

人
権
擁
護
委
員

森
田

茂
、
山
�

行
雄

江
浦

保
、
西
口

哲
司

市
口

一
枝
、
中
西

英
二

藤
川

和
江
、
浅
田

勝
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第１回定例会

―３月３日～３月３０日―

平
成
十
八
年
第
一
回
定
例
会
は
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
二
十
八
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
十
八
年
度
の
各
会
計
当
初
予

算
や
東
大
阪
市
消
費
者
憲
章
の
制
定
、
東
大
阪
市
愛
は
ぐ
く
む
子
ど
も
ス
ク
ラ

ム
基
金
条
例
並
び
に
平
成
十
七
年
度
補
正
予
算
等
六
十
四
件
が
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
の
十
二
月
議
会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
平
成

十
六
年
度
決
算
十
四
件
も
認
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
三
月
十
三
日
、
十
四
日
、
十
五
日
に
は
代
表
・
個
人
合
わ
せ
て

十
七
名
の
議
員
が
質
疑
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

桜のアーチに
笑顔満開

（花園中央公園）

そよ吹く風、春の日ざしが子どもたち
の夢を大きくふくらませます。

平
成
十
八
年
度
予
算
を
可
決
﹇
総
額
三
千
四
百
二
十
二
億
円
﹈

東
大
阪
市
消
費
者
憲
章
制
定

この議会だよりは、古紙配合率１００％再生紙を使用しています


